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生体の統御は主に液性因子と神経性因子にわけることができます。自律神
経系は神経性因子の主役であり、交感神経系と副交感神経系に分けることが
できます。我々の研究室は、ラットを用いて交感神経活動を長期間計測する
方法を確立し、睡眠、運動、ストレス負荷時や、高血圧といった生活習慣病
に至る過程で交感神経活動による循環調節について研究しています。また、
2020年からJSTのMoonshotプロジェクトに参画し、『自律神経を介した臓器
間ネットワークの機序』の解明を目指し、意識下動物での副交感神経活動の
計測に挑戦しています。

<最近の研究テーマ>

奈良⼥⼦⼤学 吉本光佐、三⽊健寿 
１．機器購⼊について 
初年度の予算で計上を希望したいものリストを添付しました。予算枠がよくわかりません

ので、とりあえず、初年度分を列記しました。 
電磁シールド⼈⼯気象室は現有のものが⽼朽化して修理不能状態ですがなんとか使って

います。⾼額ですので、考慮いただくとありがたく思います。消耗品も書かせて頂きました。 
 
２．分担者について 
吉本光佐 奈良⼥⼦⼤学 ⽣活環境科学系 准教授 
 役割：脳から個別臓器⾃律神経シグナルの測定による dynamic homeostasis 制御メカニ

ズムの解明 
三⽊健寿 奈良⼥⼦⼤学 ⼤和･紀伊半島学研究所 共⽣科学研究センター 協⼒研究員 
 役割：神経活動測定技術の改良開発（超低ノイズ低ドリフトの計測システムの確⽴） 

交感神経および脳神経活動のパターン解析と疾病予測アルゴリズムの開発 
  
３．研究内容について 
申請書の「代謝・循環の臓器間神経ネットワークによる dynamic homeostasis 制御メカニ
ズムの実態解明」の内、1-3) 脳→臓器の神経電気シグナル測定技術の開発による個別臓器
シグナルの実態解明 を担当します。 
初年度の研究開始テーマ 
１）測定技術開発；現在の交感神経活動計測技術をブラッシュアップして、より⾼精度低ノ
イズで安定して計測する⽅法を開発します。⽅法を⼀般公開して、動物の神経計測研究者に
情報提供します。 
2）個別臓器の交感神経シグナルの実態解明：現在腎臓交感神経活動と腰部交感神経活動、
および視床下部室傍核の神経スパイクを意識下のラットで
同時測定しています。交感神経による臓器間神経ネットワ
ークがどのようにどのように動的恒常性を保つのかを解明
する第⼀歩にします。 
⻑期⽬標 
交感神経活動は持続的な活動をしており、その活動パタ

ーンの変化が臓器間の動的な統御に関与しています。⽬標
は、例えるなら、⾬の降り⽅から、洪⽔や⼟砂災害警報が
出されているように、交感神経の活動パターンの変化から
将来⽣じる臓器機能の異常を予測できるような数理モデ
ルを作れないかと考えています。糖尿病や⼼不全の疾病予
測アルゴリズムの構築が可能です。 
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エネルギー代謝調節に関する副交感神経の役割
人がものを食べると、その食べた情報は、胃や小腸で検知
され迷走神経（副交感神経）を介して中枢に情報が伝わり、
反射生に様々な変化を引き起こします。我々の研究室では、
迷走神経を直接計測する方法を新たに開発し、自律神経が代
謝調節に関する応答について検討を進めています。

糖尿病発症に関わる自律神経の役割
糖尿病は、血糖値が異常に高くなった状態ですが、糖尿病
発症時には自律神経活動が障害されることが知られています。
糖尿病によって自律神経活動がどのようにダイナミックに変
化するかわかっていません。糖尿病発症モデルを用いて、糖
尿病発症前後の交感神経活動と副交感神経活動を同時に計測
し、その変化から糖尿病発症の予測になげることを検討しま
す。

食塩負荷時の尿中ナトリウム排泄量と交感神経活動役割
食塩の過剰摂取が高血圧発症の一因であると知られて
います。そして、高血圧時に交感神経が過剰亢進しNa排
泄が低下すると考えられています。この実験では、食塩
負荷時に交感神経活動と動脈圧を同時に長期間測定して
高血圧発症時に交感神経活動がどのように循環調節に影
響を及ぼすかについて検討する研究です。
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